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1.  はじめに 
 これまでの社会基盤の整備や維持・管理に加えて，自

然環境の保全や共生を図るといったように，昨今，社会

から求められる土木技術が高度化してきている．さらに，

中東や東南・南アジア地域などで，国内企業が土木事業

を展開し，業界の国際化も急速に進展してきている．こ

れらに応える土木技術者を安定的に輩出し続けることは，

社会が土木工学科（土木系コース）に求めているところ

である． 
 一方，大学・工業高等専門学校への受験者の中には，

土木工学科への入学を敬遠する傾向が見受けられる．こ

れは全国的な動きのようでもある．実際，都内 C 大学

では，高校生を対象に学科説明会を開催したところ，土

木工学科の説明会会場を訪れた生徒の数が，他の学科に

比べて極端に少なかったとのことである．さらに，一部

の高等教育機関を除き，土木工学科（土木系コース）は，

大学科コース制による定員割れや，卒業時に情報通信産

業やサービス業など，他業種へ就職する状況の中にもお

かれている．大学への全入時代到来を控え，学科に関わ

らず学生獲得が厳しい状況が想定される中，ある大学で

は，国際学部や国際コースを新設するなどにより，国外

を含めた広範囲な地域からの学生獲得に動き出している．

また，土木学会においても，時代変化に対応しつつ，技

術の継承と獲得のため，生涯にわたる土木技術者の学習

継続を重要視し，その学習支援を目指している．その中

で，教育企画・人材育成委員会 1)を発足させ，各教育課

程における土木教育の実態の把握にはじまり，土木技術

者の教育，学習システム構築を目指し検討している．

（第二著者を除く）著者らは，大学教員であると同時に，

当委員会の小委員会，キッズプロジェクト検討小委員会

に属し，初等教育課程における土木教育の展開や教育支

援の他，将来，土木技術者となりうる児童に対して，土

木の仕事（事業）の重要性に鑑みて，これを啓蒙するこ

とにも取り組んでいる． 
 本論文は，大学教員による初等教育課程での土木教育

の実践事例を報告するもので，大学教員（あるいは土木

技術者）がこれに携わる場合に踏まえるべき点等，課題

についても紹介するものである．なお，大学教員や土木

技術者による総合的な学習の時間での実践については，

多くの事例 2)が報告されている．しかしながら，本論文

での報告のように，国語科目での実践は，著者らの知る

限り皆無に近いが，本論文が，その可能性を示唆するも

のであることを付記しておく． 
 
2.  教育実践 
2.1  対象 
 本論文では，北海道十勝総合振興局管内の O 小学校

において，2010 年 10 月 28 日，第 4 学年 3 クラスの国

語授業，および翌月 12 日，同校第 5 学年 3 クラスの総

合的な学習授業，計 6 クラス（約 180 名）を対象に，ク

ラス単位での 1 時間（45 分）の授業 1 回，計 6 回実施

した． 
 
2.2  目標と指導案 
 新学習指導要領 3)よると，第 3 学年および第 4 学年の

国語科目の目標（要約）として，相手や目的に応じて，

調べたことなどを話す能力と，聞く能力や話し合う能力

の育成，また，調べたことなどを文章に書く能力や読む

能力を育むことが挙げられている．その中，第 4 学年の

国語教科書 4)では，説明文として「アーチ橋の仕組み」

が取り上げられている．一方，総合的な学習とは，課題

設定も含め主体的に学習に取り組み，問題解決能力の醸

成を図ることなどを目標とする科目で，各学校がこれを

踏まえて学習時間の目標と内容を定めるものである 3)． 
 本論文における教育実践の中では，学習指導要領に掲

げられた上記の目標を踏まえ，橋梁構造物における材

料・形の違いと強さを題材として，学習時間の中の目標

を以下の三つ定め，橋桁の模型に載荷する実験教材と指

導案（表-1）を作成した． 
 
目標 1）学習者の身近にある土木の仕事（事業）を紹介

し，橋梁構造物を題材として，土木に対する学習者の

新たな“気づき”を期待する． 
目標 2）橋梁構造物を題材として，材料・形の違いと強

さについて理解し，その後の学習者自身の主体的な学

習（調べる，読む，書く，話す能力の醸成）を導く． 
目標 3）橋づくり（ものづくり）にとって重要なことを

考える． 
 
指導案（表-1）の作成にあたり，学習者が，“予想す

る”，“ためす”，そして“理由を考える”という行為

に配慮した． 
 
2.3  教材と内容 
 授業では，写真，図表等を用いて指導案（表-1）に対

応したパワーポイント（PPT）資料を作成し，使用した．

図-1は，その一部を抜粋したものを示している． 
 表-1 に示すように，授業は大きく三つの部分に構成

されている．目標 1 の達成を狙った，土木の仕事（事

業）の紹介，目標 2 に対して，予備の実験および実験-1，
さらに目標 3 のための実験-2 である．実験における模

型の橋桁は，縦 19.5cm×横 1.5cm の厚紙と，同程度の

大きさ，厚さのステンレスの板，A6 サイズ（縦 14.8cm
×横 10.5cm）のケント紙にて作成し，重りには丸ワッ

シャーを用いた．授業形態としては，講義の他，一グ

ループ最大 4 名，一クラスを 8～10 グループに分け，グ

ループ毎に実験，討論（話し合い）をおこうこととした．

なお，予備の実験での模型①は，A6 サイズのケント紙

を縦長に三等分したもの，実験-1 での模型②，③，④

は，ケント紙を図-1（PPT 資料）に示すように加工した

ものである． 
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3.  考察 
 ここでは，前章にて述べた教育実践に対して，その目

標の達成度について考察する．それらを図るため，本教

育実践においては， 
a) 学習者からの感想 
b) 授業の録音 
c) 授業のビデオ録画 
d) 担任教諭との意見交換 

を実施した．a)学習者からの感想は，授業時に配布した

ワークシート（図-2）により受けた．b)授業の録音につ

いては，実践した 2010 年 10 月 28 日，翌月 12 日の両日

とも全てのクラスに対して実施した．また，c)ビデオ録

画については，実践した両日とも最後のクラスに対して，

計 2 回おこない，実践終了後に，各学年の d)担任教諭

との意見交換を実施した．本論文では，主に，a)学習者

からの感想を含むワークシートの記載内容と d)担任教

諭との意見交換の内容を報告するものである． 
 実践終了後，第 4 学年においては，未回答を含め各々

のクラスから 32 名（2 組），32 名（1 組），32 名（3
組）の計 96 名の学習者からワークシート（2 頁全部ま

たは一部）を回収した．また，第 5 学年については，34
名（2 組），32 名（1 組），33 名（3 組）の計 99 名の

学習者よりワークシートを回収した．表-2 は，実験-1
の 3)に対する内容と感想について，その原文（例）を

示したものである．ワークシートの記述内容を検討した

表-1 活動内容とその時間 

時間 活    動 

3 分 ・自己紹介． 

・「土木とは．」を問う．社会基盤の整備・維持に携わる土木の仕事を解説． 

・モナリザの絵から，レオナルド・ダ・ヴィンチ橋（アーチ橋）について説明． 

・身近な橋を紹介．“皆が目にする橋”，“皆が渡っている橋”にはいろいろな形があることを思い起こさせる． 

・「橋づくりに必要なことは．」を問う．丈夫（安全）さ，強さが必要． 

4 分 ・「ステンレスと紙．皆ならどちらで橋を渡す．」と問う．材料の違いによる強さ． 

・“紙だからといって弱いのか”，“どんな形でも同じ強さなのか“が今日のテーマ． 

・模型の作成．模型をのせる台（辞書）の準備． 

3 分 【予備の実験】 

・模型①にのる重りの数を予想． 

・重りをのせてためし，“曲がる”・“たわむ”を橋が壊れたとして，その様子を観察． 

25 分 【実験-1】 桁の断面を変えた模型 

・どの模型が一番強いか予想． 

・重りをのせてためし，結果について，その理由を考える． 

5 分 ・“アーチ橋”をつくることから，“ものづくり”に大切なことを考える． 

・“何のため”，“どんなもの”，“どんな材料”，“どんな形”につくるのかを“考えること”の大切さを？ 

・“切り出した石”で橋をつくるなら，石をどのように積めば良いのか？ 

・圧縮により石が落ちないようにする．アーチ橋の誕生． 

・“考えること”の大切さについて考える． 

5 分 【実験-2】 アーチの実験（時間があればおこなう．） 

 

図-1 授業にて使用したパワーポイント資料（抜粋） 
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結果，多数の学習者は楽しく授業に臨み，模型の橋桁の

材料，形の違いと強さについて理解した．しかしながら，

橋桁の断面形状の違いが，なぜ曲がり（たわみ）と関係

するかを示し，理解させるまでには至らなかった．ただ，

少数の学習者には土木の仕事（事業）への関心を与え，

学習後に自発的に橋を“調べる”動機づけを与えられた． 
 一方で，担任教諭との意見交換の場で， 

 “楽しかった”，“面白かった”で終わっていないか． 
 材料（紙）を三等分に折るのは難しい． 
 PPT 資料は，出していても読まない．一緒に読みなが

ら授業を進める，目の前で模型を一緒に作る方が良い． 
のように，初等教育に携わる場合の注意点が指摘された．

特に，後の二点は，授業の進行に影響を与え，今回の教

育実践では実験-2 が実施できず，目標 3 の未達成へと

つながった．しかし，国語科目でも対応できる教育内容

との意見があった．（実際，その後の授業展開につな

がったと，担任教諭から報告を受けている．） 
 学習者からの感想と担任教諭からの意見を踏まえると，

今回の教育実践によって，目標 2 の概ねの達成と，目標

1については，その達成の可能性が認められた． 
 
4.  まとめ 
 本論文では，大学教員による初等教育課程での教育実

践の事例を報告し，初等教育に携わる場合に踏まえるべ

き注意点等について述べた．その中で，橋梁構造物を題

材として，国語科目での初等教育支援の可能性が示唆さ

れたといえる．今後，教材に改良を加えながら，効果的

な初等教育の支援とその実証に取り組む予定である． 
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図-2 ワークシート 

表-2 ワークシートへの記載例（原文） 

実験-1 3)  ためしたらすべてはずれた． 

 さわってみると(4)がんじょうだった．

足がついていたのでじょうぶだったと

思います． 

感想  実験が楽しかった．どういう橋がじょ

うぶかがわかった． 

 紙でもかたちをかえればつよくならん

だとわかってよかった． 

 土木がとてもたいせつだとゆうことが

わかりました． 

 これから橋をよく見て，アーチ橋に

なっているか，見てみます． 
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